
北
か
ら
の

発
信 

積
雪
寒
冷
地
の
く
ら
し
と
技
術
⑤ 

新
疆

し
ん
き
ょ
う

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
（
以
下
「
新
疆
」
と
い
う
）、
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
、
吉
林
省
、
黒
龍
江
省
、
今
年
か
ら

参
加
予
定
の
遼
寧

り
ょ
う
ね
い

省
の
道
路
交
通
行
政
担
当
部
局
と
そ

の
傘
下
に
あ
る
研
究
機
関
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、

北
方
・
辺
境
地
帯
に
位
地
す
る
積
雪
寒
冷
地
で
、
そ
の

う
ち
新
疆
と
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
中
国
政
府
が
進
め

て
い
る
「
西
部
大
開
発
」
の
対
象
地
域
で
あ
る
。

中
国
で
は
、
東
部
沿
岸
地
域
と
そ
の
背
後
に
あ
る
西

部
内
陸
部
・
辺
境
・
少
数
民
族
地
域
と
の
経
済
格
差
は

拡
大
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
「
西
部
大
開

発
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
西
部
地
区
は
６

省
・
５
自
治
区
・
１
直
轄
市
に
ま
た
が
る
広
大
な
地
域

で
、
自
然
条
件
の
劣
悪
性
、
民
族
ご
と
の
生
活
・
生
産

様
式
の
多
様
性
、
社
会
基
盤
整
備
及
び
生
態
系
の
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
く

性
、
生
産
力
の
低
位
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
、
そ
の
開
発
の
成
功
は
中
央
政
府
に
と
っ
て
経
済
の

み
な
ら
ず
政
治
的
、
社
会
的
に
大
き
な
意
義
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。
北
海
道
総
合
開
発
に
中
国
政
府
が
極
め
て

高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
背
景
も
そ
こ
に
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
西
部
大
開
発
」
の
重
点
地
域
で
あ
る

新
疆
に
お
け
る
、
北
海
道
の
寒
地
技
術
移
転
の
取
組
を

紹
介
す
る
。

新
疆
の
地
域
特
徴
と
地
域
開
発
の
課
題

新
疆
は
中
央
ア
ジ
ア
の
中
心
、
中
国
の
西
北
端
に
位

置
す
る
中
国
最
大
の
少
数
民
族
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
は

昔
、
西
域
と
呼
ば
れ
、
日
本
で
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
一

部
と
し
て
な
じ
み
が
あ
る
。
総
面
積
は
中
国
国
土
の
６

分
の
１
、
日
本
列
島
の
4.4
倍
に
相
当
す
る
。
八
つ
の

国
々
と
国
境
を
接
し
、
そ
の
長
さ
は
５，

７
０
０
km
に

も
達
す
る
。
域
内
に
は
乾
燥
温
帯
、
乾
燥
中
部
温
帯
、

高
原
寒
帯
な
ど
多
様
の
気
候
帯
が
存
在
し
、
地
形
は
三

つ
の
大
山
脈
と
そ
れ
に
囲
ま
れ
た
二
つ
の
盆
地
か
ら
形

成
さ
れ
る
。
中
央
の
天
山
山
脈
は
同
自
治
区
を
二
分
し

て
東
西
に
走
り
、
そ
の
南
と
北
と
で
は
気
象
条
件
は
大

き
く
異
な
る
。
南
に
は
世
界
第
２
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂

漠
を
中
心
と
す
る
乾
燥
地
域
が
広
が
り
、
北
は
高
原
寒

帯
気
候
に
属
す
る
半
乾
燥
・
ス
テ
ッ
プ
地
帯
で
あ
る
。

年
平
均
降
水

量
は
１
５
６

ミ
リ
と
極
め

て
少
な
い
が
、

特
に
天
山
山

脈
の
南
の
降

水
量
は
わ
ず

か
56
ミ
リ
で
、

中
に
は
７
ミ

リ
し
か
な
い

地
域
も
あ
る
。

こ
れ
に
対
し

北
部
の
降
水

量
は
２
５
２

ミ
リ
で
、
中
に
は
６
０
０
ミ
リ
に
達
す
る
地
域
も
あ

る
。
ま
た
、
南
の
年
平
均
気
温
10
〜
12
℃
に
対
し
、
北

は
2.5
〜
5.0
℃
で
、
降
雪
・
積
雪
の
量
も
南
部
に
比
べ
極

端
に
多
い
。
２
月
の
降
雪
量
が
最
も
多
く
、
多
い
地
域

で
は
94
cm
に
達
し
、
１
月
の
平
均
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

20
℃
近
く
に
達
す
る
地
域
も
あ
る
。

１
９
４
９
年
に
新
疆
は
平
和
的
に
解
放
さ
れ
、
１
９

５
５
年
に
は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
が
成
立
し
た
。
以

来
、
こ
こ
は
国
家
主
導
の
開
発
対
象
地
域
に
選
定
さ

れ
、
冷
戦
時
代
に
は
国
家
辺
境
防
衛
の
最
前
線
、
対
外

開
放
で
は
中
国
経
済
の
対
中
央
ア
ジ
ア
進
出
の
拠
点
、

「
西
部
大
開
発
」
で
は
農
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
と
し

て
重
要
視
さ
れ
、
地
域
開
発
は
加
速
化
の
一
方
を
た
ど

っ
て
き
た
。

現
在
、
域
内
で
は
「
一
拡
大
、
三
縮
小
」（
砂
漠
化

の
拡
大
、
水
域
・
森
林
・
草
原
面
積
の
縮
小
）
に
代
表

さ
れ
る
環
境
問
題
が
表
面
化
し
、
地
域
開
発
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。

北
海
道
と
の
類
似
性
、
技
術
移
転
の
現
状
と
課
題

新
疆
と
北
海
道
の
地
域
特
性
に
見
ら
れ
る
類
似
性

は
、
ま
ず
与
件
的
諸
条
件
に
あ
る
。
①
辺
境
地
帯
に
立

地
し
、
辺
境
防
衛
上
戦
略
的
な
地
位
に
あ
る
こ
と
、
②

高
緯
度
に
位
置
し
、
冬
季
は
積
雪
寒
冷
気
象
に
直
面

中国の西部大開発と寒地技術
─新疆ウイグル自治区と北海道─

中国の西部大開発と寒地技術
─新疆ウイグル自治区と北海道─

（
社
）
北
海
道
開
発
技
術
セ
ン
タ
ー
が
、E

A
ST

（
東
ア
ジ
ア
交
通
学
会
）、（
独
）
北
海
道
開
発
土
木
研

究
所
と
共
同
で
進
め
て
い
る
「
日
中
冬
期
道
路
交
通
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
日
中
北
部
地
域
の
冬
期
道
路
交

通
に
関
わ
る
技
術
者
、
研
究
者
の
相
互
理
解
を
深
め
、

冬
期
道
路
交
通
に
関
す
る
技
術
情
報
の
交
換
と
技
術
移

転
の
円
滑
を
図
る
こ
と
に
あ
り
、
今
年
で
４
回
目
を
迎

え
る
。
中
国
側
は
、
中
国
北
方
辺
境
地
帯
に
位
置
す
る

図１　新疆ウイグル自治区の位置
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実
で
あ
る
。

こ
う
し
た
北
海
道
の
冬
季
道
路
交
通
技
術
の
う
ち
、

既
に
新
疆
に
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、

防
雪
柵
（
図
２
）
と
矢
羽
式
視
線
誘
導
標
（
図
３
）
で

あ
る
。

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
新
疆
は
総
合
経
済
力

と
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
脆
弱
な
地
域
で
あ
り
、
技
術

の
移
転
の
是
非
の
基
準
は
、
単
な
る
技
術
的
判
断
に
よ

る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
、
経
済
的
効
果
及
び

周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
含
め
た
総
合
評
価
に
よ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

寒
地
技
術
交
流
の
展
望

現
段
階
に
お
け
る
内
外
情
勢
は
、
新
疆
と
北
海
道
の

技
術
交
流
の
拡
大
と
そ
の
実
現
に
極
め
て
有
利
に
働
い

て
い
る
。
こ
の
歴
史
的
な
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、
技
術

交
流
を
含
め
た
地
域
間
交
流
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
促

進
・
拡
大
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
の
客

観
的
な
条
件
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
前
述
し
た
地

域
特
性
に
見
ら
れ
る
両
地
域
の
類
似
性
で
あ
り
、
な
か

で
も
北
海
道
開
発
の
過
程
で
培
わ
れ
て
き
た
北
海
道
特

有
の
高
度
な
寒
冷
地
土
木
・
農
業
技
術
は
そ
の
貢
献
度

か
ら
関
心
の
高
い
分
野
で
あ
る
。

新
疆
は「
西
部
大
開
発
」の
さ
な
か
に
あ
っ
て
地
域
開

発
の
重
点
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
含
め
た
基
本

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
建
設
と
農
業
部
門
に
置
か
れ
て
い

る
。
寒
冷
、
辺
境
、
か
つ
、「
後
進
」
で
あ
る
新
疆
の

経
済
発
展
の
カ
ギ
は
基
本
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
充
実
で
あ

り
、
こ
れ
は
寒
冷
技
術
な
し
に
存
在
し
得
な
い
の
で
あ

る
。
他
方
、
中
国
は
膨
大
な
人
口
を
抱
え
る
巨
大
国
家

で
あ
り
、
農
業
は
生
活
必
需
品
・
食
料
の
供
給
源
と
し

て
、「
戦
略
的
」
産
業
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
新
疆
は
広
大
で
あ
り
、
農
業
開
発
の
潜
在
力
は
き

わ
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
食
料
・
農
産
物
の
供
給
基
地

と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
の
農
業
技

術
の
移
転
に
よ
る
農
業
生
産
力
の
発
展
は
、
中
国
東
北

地
域
に
お
い
て
も
十
分
に
証
明
さ
れ
て
お
り
、
新
疆
を

明
る
い
未
来
に
導
く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

し
、
雪
質
に
も
類
似
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
③
面
積
は

広
大
で
、
自
然
資
源
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。

次
に
社
会
的
要
因
と
し
て
次
の
三
つ
が
あ
る
。
①
広

域
分
散
型
の
社
会
を
形
成
す
る
。
新
疆
は
オ
ア
シ
ス
起

点
の
地
域
社
会
で
あ
り
、
オ
ア
シ
ス
は
広
大
な
砂
漠
地

帯
に
散
在
し
、
オ
ア
シ
ス
間
の
距
離
は
長
い
た
め
、

個
々
の
オ
ア
シ
ス
は
相
対
的
独
立
し
た
形
で
存
在
す
る
。

②
交
通
機
関
分
担
率
で
は
自
動
車
輸
送
シ
ェ
ア
が
高
く
、

「
人
」「
物
」
の
輸
送
は
共
に
道
路
交
通
へ
の
依
存
度
が

高
い
。
③
開
発
潜
在
力
が
大
き
く
、
国
家
主
導
の
開
発

が
主
流
で
あ
る
。

こ
う
し
た
共
通
点
は
、
技
術
移
転
を
推
進
す
る
う
え

で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
多
く
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
の
証
で
も
あ
る
。

寒
地
技
術
に
限
っ
て
い
え
ば
、
北
海
道
は
世
界
有
数

の
寒
冷
積
雪
地
で
あ
り
、
雪
寒
対
策
、
特
に
冬
季
道
路

交
通
の
確
保
と
交
通
安
全
対
策
は
、
北
海
道
の
経
済
と

住
民
の
日
常
生
活
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
こ

れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
そ
の
成
果

に
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、
路
面
管
理
対
策
と
し
て
の
機
械
除
雪
と
凍

結
防
止
剤
の
散
布
、
吹
雪
対
策
と
し
て
の
防
雪
柵
、
防

雪
林
、
視
線
誘
導
措
置
、
雪
崩
対
策
と
し
て
防
止
工
、

抑
止
工
、
減
勢
工
、
凍
結
路
面
対
策
と
し
て
の
消
融
雪

施
設
や
流
雪
講
及
び
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
安
全
対

策
と
し
て
の
冬
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン
の
着
用
の
義
務

等
々
で
あ
る
。

こ
う
し
た
諸
対
策
に
よ
っ
て
北
海
道
で
は
厳
し
い
冬

で
も
安
全
・
円
滑
・
快
適
の
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
確
保
さ
れ
、
安
定
し
た
経
済
活
動
が
可
能
と
な
り
、

他
方
で
は
交
通
渋
滞
・
事
故
の
減
少
に
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
。

だ
が
一
方
で
、
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
道
路

利
用
者
の
路
面
管
理
に
対
す
る
要
求
が
高
ま
る
中
、
冬

期
道
路
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
が
跳
ね
上
が
り
、
一
種
の

社
会
的
ジ
レ
ン
マ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事

今
後
、
北
海
道
と
中
国
が
共
同
し
て
寒
地
技
術
を
気

象
条
件
の
厳
し
い
中
国
北
部
や
西
部
に
お
い
て
一
層
進

化
さ
せ
、
北
方
圏
諸
国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
世

界
の
寒
冷
地
域
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
と
経
済
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
が
、
北
海
道
開
発
が
目
指
す
真
の
国
際
交

流
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

新
疆
大
学
経
済
与
管
理
学
院
講
師

（
社
）
北
海
道
開
発
技
術
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員

康
馬
爾
丁
（
カ
マ
リ
デ
ィ
ン
）

図２ 防雪柵（北海道） 防雪柵（新疆）

図３ 矢羽式視線誘導標（北海道） 矢羽式視線誘導標（新疆）
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